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標題：鉱物といふもの 

日時：2015 年 7 月 23 日(木) 午前 11 時～午後 0 時 

場所：物性研究所本館 6 階 大講義室（A632)   

講師：浜根 大輔 

所属：東京大学物性研究所電子顕微鏡室 

要旨： 

物理・化学をはじめ、多くの学術領域においてペロブスカイトやスピネルなどの単語は頻繁に登場し、これらは我々に

とって比較的なじみが深い単語である。しかしその一方で、その単語が本来何を意味しているかを知っている人はいるだ

ろうか。いや、そもそもこれらの単語がいつどのようにして生まれ、どうやってそれが認知されるのか。結論から言うと、

これらの単語は「鉱物」という物質の名前であり、国際鉱物学連合が学術的に公認する。そして毎年のように新しい鉱物

が発見されている。そう「新種」である。新種の発見、それは世界初への挑戦でもあり、栄光を勝ち取るには何よりも

チャンスに気づくことが大切である。ここでは、鉱物とは何か、そして、新種が学術界で公認・公表される過程などを、

自身の経験を例に挙げながら話題として提供する。鉱物研究の意義や面白さ、鉱物の魅力についても触れてみたい。 

 

 

標題：高圧力下物性研究と装置開発 －電子相転移近傍で現れる興味深い物性現象－ 

日時：2015 年 9 月 24 日(木) 午前 11 時～午後 0 時 

場所：物性研究所本館 6 階 大講義室（A632)   

講師：上床 美也 

所属：東京大学物性研究所極限環境物性部門 

要旨： 

最近、圧力効果の研究を多くの研究会で良く目にする様になった。私が学生の頃は一部の研究者の特殊技術による研究

であると思われていた。しかし、1990 年代後半、安価で取り扱いの容易なピストンシリンダー型圧力装置で３GPa を超

える圧力が手軽に発生出来る様になった。この技術革新により、多くの研究者が高圧力下の物性研究を行える様になり、

この分野の研究が飛躍的に進歩してきている様に思われる。 

 圧力効果の利点は、物質の構成元素を変えること無く原子間距離(相互作用)を変えられることに尽きる。もちろん距離

は縮まる方向だけで、伸びる方向は特殊な場合を除いて実現しないが、大体 1GPa あたり 1%程度の割合でボリュームが

減少する。この程度の体積変化に対して、最も顕著な変化が現れる物理現象の一つが近藤効果である。f 電子を 1-2 個持

つ希土類化合物において、近藤効果と磁気秩序の競合を圧力によりコントロールすることにより、その臨界領域で超伝導

を始めとした興味深い物性現象が出現する。ここ十数年 Ce 化合物を始めとした多くの興味深い現象が様々な物質で報告

されてきている。 

 研究室ではこの様な圧力誘起の新奇物性現象を発見すべく、装置開発と共に研究を重ねてきた。高みに登るとより広く

見渡せるが如く、より高い圧力を精度良く容易に発生させることにより、多くの物質や物性現象が研究対象となり、様々

な新奇物性を発見出来る機会が多くの研究者に増えると期待される。最近、装置に飛躍的進歩のあった Cubic Anvil 圧力

装置を用いた研究により興味深い現象を見つけることが出来た。講演では、最近得られた軌道秩序近藤物質 PrTi2Al201)

や遍歴強磁性体 MnP2)の興味深い圧力下での物性現象について議論すると共に装置の現状を紹介したい。 
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